
中
野
古
文
書
同
好
会 

令
和
元
年
五
月
度 

学
習
資
料 

正
徳
二
辰
被 

仰
出
御
書
付
（
其
の
二
） 

 
 

 

            



一 

 

 

 

被 

仰
出
之
趣 

上
古
以
来
我
国
ニ
而
金
銀
を
生
し
候
事
、
其
数
無
数
、 

天
下
之
財
用
と
ぼ
し
く
候
得
し
事
共
、
世
の
人
伝
承
た
る 

所
ニ
而
候
、
然
る
に 

東
照
宮
御
治
世
の
始
メ
、
慶
長
七
年
ニ
及
び
て
天
運
の 

時
至
り
候
故
歟
、
神
徳
感
じ
い
だ
さ
れ
候
故
歟
、
天
下
之 

宝
山
一
時
に
開
ケ
始
り
金
銀
之
生
じ
出
し
事
、
我 

国
之
始
よ
り
此
か
た
い
ま
だ
其
例
を
聞
か
ず
、
こ
れ
よ
り 

し
て
公
我
貴
賎
の
財
用
ゆ
た
か
に
事
足
り
候
の
ミ
に 

 



二 

 

  

あ
ら
ず
、
我
国
の
外
よ
り
も
金
銀
を
求
む
へ
き
た
め
に
、 

渡
り
来
候
国
之
其
数
多
く
、
こ
れ
に
よ
り
て
又
我
国
之 

資
用
も
ゆ
た
か
に
事
足
り
候
而
、
今
日
に
至
り
候
、
皆
是 

東
照
宮
之
神
恩
に
あ
ら
ず
と
ハ
申
へ
か
ら
す
、
寛
永
年
中
、 

我
国
に
渡
り
来
候
事
を
禁
せ
ら
れ
候
国
々
多
し
と
い
へ
共
、 

今
に
至
て
年
々
ニ
渡
り
来
り
候
所
も
、
其
数
猶
す
く
な 

か
ら
す
候
ヲ
以
、
我
国
の
金
銀
、
万
国
之
宝
ニ
す
ぐ
れ
候 

事
、
世
の
人
又
推
シ
知
る
へ
き
所
ニ
而
候
、
然
ル
に
又
慶
長
ゟ 

以
来
、
或
ハ
異
国
之
中
に
流
入
、
或
火
災
之
度
ニ
焼
失
、 

 



三 

 

  

或
は
神
社
・
仏
閣
・
衣
服
・
器
財
之
た
め
に
費
し 

用
ひ
し
所
、
凡
九
拾
余
年
之
間
、
我
国
之
金
銀
大
半
を 

減
し
候
故
ニ
、
天
下
の
財
用
相
通
し
候
事
、
其
始
ニ 

及
ひ
難
く
、
こ
れ
に
よ
り
て
元
禄
年
中
、
金
銀
の
法
を 

改
メ
造
ら
れ
、
我
国
通
用
之
金
銀
又
其
数
を
倍
し
候
、 

然
れ
と
も
そ
の
金
銀
の
品
ハ 

東
照
宮
の
定
メ
置
れ
し
所
に
は
、
大
き
に
お
よ
ば
す
候
に 

よ
り
て
、
工
商
之
類
あ
ら
た
に
造
り
出
さ
れ
候
金
銀
の
価
ヲ 

賎
し
ミ
、
各
其
利
を
失
ふ
へ
か
ら
さ
る
事
を
謀
り
、 

 



四 

 

   

諸
物
の
価
を
増
シ
加
へ
て
、
商
売
し
候
に
及
ひ
て
、
諸
物
之 

価
ハ
年
々
に
貴
ク
、
金
銀
の
価
は
年
々
に
賎
く
な
り
来
り
て
、 

つ
ゐ
に
ハ
公
我
貴
賎
之
難
儀
に
ハ
至
り
ぬ
、
異
朝
に
し
て
ハ 

古
よ
り
其
宝
貨
も
品
高
下
同
し
か
ら
さ
る
事
共
に
て
、 

就
中
、
中
古
以
来
ハ
宝
鈔
と
て
紙
ヲ
以
金
銀
に
か
へ
候
而
、 

天
下
に
通
用
せ
し
め
候
事
、
今
に
至
る
の
よ
し
相
聞
候
、 

元
禄
以
来
之
金
銀
、
た
と
ひ
其
品
は
下
り
候
共
、
異
朝
之 

宝
鈔
ニ
ハ
く
ら
ぶ
へ
か
ら
す
、
然
は
、
我
国
之
四
民
各
其 

家
業
を
相
伝
て
其
財
用
を
相
通
し
候
事
、 

 



五 

 

  

東
照
宮
よ
り
以
来
代
々
の
国
恩
に
よ
り
候
所
を
存
し 

候
ハ
ん
ニ
ハ
、
金
銀
の
価
も
さ
の
ミ
ハ
賎
し
ま
す
、
諸
物
の
価
も 

さ
の
ミ
ハ
貴
と
い
は
す
し
て
、
今
日
之
難
儀
に
も
及
は
し
む 

へ
か
ら
す
、
然
共
、
財
を
重
し
利
ヲ
争
ひ
候
事
ハ
、
工
商
之 

類
の
習
ひ
に
候
上
ハ
、
あ
な
か
ち
に
咎
む
へ
か
ら
す
、
只
偏
ニ 

其
余
り
公
我
貴
賎
之
煩
と
な
り
候
事
、
今
更
是 

非
を
論
す
る
に
及
ふ
へ
か
ら
す
、
す
へ
て
此
等
之
事
共 

年
久
し
く
知
召
さ
れ
候
御
事
に
候
を
以
て
、
御 

代
々 

始
よ
り
常
に
御
心
に
懸
ら
れ
候
所
ハ
、
金
銀
之
品 

 



六 

 

  

も
と
の
こ
と
く
に
、
諸
物
之
価
も
平
か
に
、
い
か
に
し
て
天
下
之 

煩
を
除
か
る
へ
き
御
本
意
に
候
得
共
、
凡
ソ
物
一
た
ひ
や 

ふ
れ
候
後
、
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返
シ
難
き
事
ハ
定
レ
る 

こ
と
ハ
り
に
て
、
中
に
も
今
日
金
銀
の
品
を
も
と
の
こ
と
く
に 

な
し
返
さ
れ
候
事
、
尤
以
難
き
事
ハ
、
若
シ
然
る
へ
き 

い
わ
れ
も
な
く
今
之
金
銀
を
以
、
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返 

さ
れ
候
ハ
ん
ニ
ハ
、
天
下
ニ
通
用
し
来
り
候
金
銀
ハ
、
俄
に
其 

数
之
半
を
減
し
、
天
下
の
人
各
其
家
財
之
半 

失
ひ
、
又
工
商
之
類
利
を
謀
り
候
心
は
、
も
と
の
こ 

 



七 

 

  

と
く
に
候
ハ
丶
、
諸
物
の
価
ハ
、
其
半
を
減
し
て
商
売
し 

候
事
も
有
へ
か
ら
す
、
然
は
金
銀
の
数
は
今
迄
之 

半
を
減
し
て
、
諸
物
の
あ
た
へ
貴
ク
候
事
ハ
、
今
迄
之 

こ
と
く
候
ハ
ん
に
は
、
公
我
貴
賎
之
難
義
、
只
今
よ
り
ハ
猶
甚
き 

に
至
り
候
へ
き
歟
、
此
等
之
義
ニ
よ
り
て
卒
爾
之
御
沙 

汰
ニ
も
及
ひ
か
た
き
う
ち
に
、
新
金
之
事
、
或
ハ
火
に 

あ
い
候
て
ハ
流
れ
失
せ
、
或
は
物
に
ふ
れ
候
而
ハ
打
損
し 

其
宝
を
失
ひ
候
事
有
之
由
聞
召
及
は
れ
、
止
ム
事 

を
得
ら
れ
ず
先
其
品
を
も
と
の
こ
と
く
に
改
め
造
る 

 



八 

 

  

へ
き
よ
し
被 

仰
出
候
、
其
形
の
少
し
く
候
事
ハ
不 

可
然
候
得
共
、
金
銀
之
法
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返
さ
れ
候
迄
ハ
、 

天
下
に
通
用
し
候
金
銀
の
数
、
其
半
を
減
す
へ
き 

事
、
尤
以
、
不
可
然
事
ニ
有
之
候
故
に
候
得
キ
、
然
る
に 

又
新
銀
之
法
次
第
に
其
品
下
り
候
而
、
去
年
之
冬
ニ 

至
て
銀
ニ
而
通
用
し
候
国
々
貴
賤
之
難
義
ニ
及
ひ 

候
由
聞
召
さ
れ
、
殊
ニ
不
可
然
事
ニ
被
思
召
候
を
以
て
新 

銀
を
造
出
し
事
を
ハ
停
止
せ
ら
れ
候
、
此
上
は
猶
更
ニ 

金
銀
之
品
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返
さ
る
へ
き
事
日
々
ニ 

 



九 

 

  

御
心
ヲ
尽
さ
れ
候
、
但
天
下
の
宝
ハ
天
下
と
共
に
宝
と 

す
へ
き
物
に
候
上
ハ 

思
召
に
任
て
御
決
定
被
遊
難
キ 

御
事
ニ
候
、
た
と
ひ
今
日
金
銀
之
品
を
も
と
の
こ
と
く
に 

な
し
返
さ
れ
、
其
数
之
半
を
減
シ
候
共
、
慶
長
以
前
之 

代
々
に
く
ら
へ
候
ハ
丶
、
天
下
之
財
用
猶
ゆ
た
か
な
る
へ
き
事 

万
々
倍
し
候
得
し
、
然
上
ハ
天
下
の
貴
賎
相
共
に
存 

候
所
我
国
之
金
銀
ハ
万
国
に
す
く
れ
候
而
、
万
代
々
之
後 

迄
之
宝
と
す
へ
き
物
に
候
へ
ハ
、
縦
各
其
財
宝
之 

半
を
失
ひ
候
共
、
其
品
を
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返
さ
る 

 



十 

 

  

へ
き
候
事
に
存
し
、
工
商
之
類
相
共
に
存
候
所 

金
銀
の
品
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返
さ
れ
候
ハ
丶
、
た
と
ひ 

其
利
を
失
ひ
候
共
、
諸
物
之
価
ハ
其
半
を
減
し
て 

商
売
仕
へ
き
事
ニ
候
と
存
候
ハ
丶
、
年
来
之
御
本
意 

の
こ
と
く
す
ミ
や
か
に
金
銀
の
品
、
も
と
の
こ
と
く
に
な
し
返 

さ
れ
、
天
下
之
煩
を
除
れ
候
へ
し
、
若
天
下
之
貴
賎
之 

存
す
る
所
も
今
日
通
用
之
金
銀
其
数
之
半
を 

減
せ
ら
れ
ん
事
も
不
可
然
候
事
と
存
、
工
商
之
類
も 

其
利
を
失
ひ
候
ハ
ん
事
ハ
か
な
ふ
へ
か
ら
す
と
存
候
に 

 



十
一 

 

 

お
ゐ
て
ハ
天
下
の
人
々
共
ニ
其
時
を 

御
待
合
せ
可
有
之
候
、
只
い
づ
れ
の
道
に
も
金
銀
之 

事
ハ
我
国
万
代
迄
之
た
め
に 

東
照
宮
定
め
置
れ
し
法
の
こ
と
く
に
な
し
返
さ
る 

べ
き
御
本
意
ニ
候
間
、
天
下
之
貴
賎
よ
ろ
し
く
此
の
旨
を 

存
す
べ
き
由
、
被 

仰
出
者
也 

 
 

 
 

 
 

辰
十
月
十
一
日 

 


